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申請書

□応募者及び物件

◆応募者　貴社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ご所属・ご担当者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆物件　住宅シリーズ等名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆応募地域 　　 　　　：Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ

◆暖冷房設備・システム：暖房：個別・全館

：冷房：個別・全館

＊）・応募する“住宅シリーズ”は、各社で既に設定されている商品シリーズ名でも、応募に当たり新たに設定・区分したシリーズ名等でも構いません。

　 ・「応募地域」「暖冷房設備・システム」はそれぞれ該当するものに○をつけて下下さい。なお、“複数地域”での応募の場合、それぞれ書類のご提出をお願いします。

□基本事項確認シート（詳細は「別紙」にご記入下さい。）

	項目区分
	審査項目
	備考

	視点１
	暖冷房
	外皮性能
	断熱・日射遮蔽
	仕様等については、「別紙1」にご記入下さい。（暖冷房システムは、“ビルトイン”（供給時設置）、お客様への“提案”のいずれかを選択（左項目に○）して下さい。）

なお、“提案”方法については、「別紙2」にご記入下さい。

	
	
	設備性能
	高効率暖房システム
	ビルドイン
	

	
	
	
	
	提案
	

	
	
	
	高効率冷房システム
	ビルドイン
	

	
	
	
	
	提案
	

	
	給湯
	設備性能
	高効率給湯器
	

	視点２
	トータルな省エネ性能向上への工夫と先進性
	「別紙2」にご記入下さい。

	視点３
	他の性能と省エネルギー性とのバランス・連携
	

	視点４
	応募した省エネ住宅の普及に関わる取組
	

	
	参考
	標準的坪単価
	円／坪
	具体数値を左欄にご記入下さい。

	
	
	期間中

省エネ住宅(本申請物件)
供給実績
	供給戸数
	件／年
	

	
	
	
	全住宅供給戸数に占める割合
	％
	


注）・「視点１」（「別紙１」）で記載して頂く設備性能値については、当該シリーズ等の販売時に標準的な仕様として採用、設定している設備の性能値（COP等）を記載して下さい。（具体の対象設備の“パンフレット”等も併せてご提出下さい。）

・暖冷房、給湯システム・設備に、高効率ヒートポンプシステム（電気）の適用を原則としますが、具体的に評価の対象とするエネルギー機器・設備等、「別紙１」及び「－エネルギー消費量計算法の詳細」をご参照下さい。




























































